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【 背 景 ・ 目 的 】  

近 年 、 ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 や 為 替 相 場 の 急 激 な 上 昇 等 の 影

響 に よ り 、 燃 料 、 資 材 、 飼 料 価 格 等 が 高 騰 し て い る 。 乾 牧 草 の 輸

入 価 格 は 、 令 和 3 年 以 降 、急 激 に 高 騰 し て い る（ 図 1）。ま た 、肉

用 子 牛 価 格 に つ い て は 、 令 和 2 年 以 降 の 新 型 コ ロ ナ の 影 響 を 発 端

に 子 牛 価 格 は 下 落 し 、 本 年 度 は 平 成 13 年 度 以 来 22 年 ぶ り に 保 証

基 準 価 格 を 下 回 る 価 格 と な り 、 畜 産 農 家 の 経 営 を 圧 迫 し て い る

（ 図 2）。  

こ の よ う な 中 、 管 内 で は 、 飼 料 高 騰 対 策 と し て 、 野 草 や 稲 発 酵

粗 飼 料 （ 以 下 WCS） を 活 用 す る 取 組 を 新 た に 始 め る 和 牛 繁 殖 農 家

も 増 え て き つ つ あ る 。 そ こ で 、 今 回 、 安 価 な 野 草 や WC S の 活 用 技

術 の 普 及 推 進 を 目 的 と し 、 県 内 の 生 産 者 団 体 が 実 施 し た 勉 強 会 を

調 査 す る と と も に WCS 活 用 農 家 の 実 態 を 調 査 し た 。  

ま た 、 こ の よ う に 野 草 や WCS を 活 用 す る 農 家 が 増 え て い る 中 、

給 与 量 や 母 牛 へ の 影 響 に つ い て 不 明 な 点 も 多 い た め 、 各 農 家 の 給

与 飼 料 や 母 牛 の 栄 養 状 態 、 繁 殖 成 績 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  

 

【 方 法 】  

１ ． 野 草 お よ び WC S 活 用 状 況 調 査 ： 生 産 者 団 体 が 実 施 し た 野 草 活

用 の 勉 強 会 の 実 施 状 況 を 調 査 し た 。 ま た 、 管 内 の WCS を 生 産 し

て い る 農 家 の 状 況 を 調 査 し た 。  

２ ． 給 与 飼 料 と 母 牛 の 栄 養 状 態 、 繁 殖 成 績 調 査 ： 給 与 粗 飼 料 の 主

体 が 野 草 の A 農 家 、WCS の B 農 家 、購 入 粗 飼 料 と 野 草 の C 農 家 、

購 入 粗 飼 料 の み の D 農 家 の 計 4 戸 の 和 牛 繁 殖 農 家 に お い て 、 繁

殖 母 牛 の 平 均 初 回 授 精 日 数 ・ 平 均 分 娩 間 隔 ・ 分 娩 率 、 分 娩 後 1

～ 3 カ 月 の 血 清 生 化 学 的 検 査 ・ ボ デ ィ ー コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア

（ 以 下 BCS） に つ い て と 、 母 牛 に 対 す る 給 与 飼 料 の 充 足 率 に つ

い て 、 ま た 、 子 牛 市 場 出 荷 時 体 重 を 子 牛 市 場 出 荷 時 日 齢 で 除 し

た 日 齢 体 重（ kg/日 齢 ）の 平 均 値 に つ い て 、野 草 や WCS 活 用 の た

め の 初 期 費 用 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  

 

【 調 査 結 果 と 考 察 】  

１ ． 野 草 を 給 与 し て い る 農 家 が 採 草 し て い る 河 川 敷 で 農 家 と 連 携

し て 現 地 勉 強 会 を 実 施 し た 。 野 草 は 、 草 刈 り 機 に よ る 刈 取 り の

後 、 刈 り 取 っ た 草 を 集 草 機 で 集 め 、 爪 付 き の ス キ ッ ド ス テ ア ロ

ー ダ ー で ト ラ ッ ク に 積 み 込 ん だ （ 図 3、 図 4）。 こ の 時 の 作 業 時

間 は 、 30 a の 採 草 地 を 2 人 で 作 業 し て 3 時 間 で あ っ た 。 採 草 量



は 繁 殖 母 牛 約 40 頭 の 5 日 ～ 6 日 分 で 、こ の 農 家 は 農 場 周 辺 に 採

草 地 を 数 か 所 整 備 し 、1 か 所 に つ き 年 に １ ～ 2 回 刈 り 取 り 、採 草

量 は 年 間 給 与 量 を 十 分 に 賄 え る 量 で あ る 。 母 牛 に 給 与 し て い る

野 草 は 、 牧 草 と 同 等 に 嗜 好 性 が 良 さ そ う な 外 観 で 、 実 際 に 牛 の

嗜 好 性 も 良 好 で あ る（ 図 5）。生 産 者 に よ る と 、採 草 地 の 整 備 の

初 期 の 頃 は イ バ ラ や セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ な ど が 多 い 植 生 で

あ っ た が 、 ３ ０ 年 間 近 く 、 石 や ゴ ミ 、 牛 の 嗜 好 性 が 悪 い 野 草 を

除 去 し 、 刈 取 り を 行 う 中 で 植 生 が 変 わ り 、 牛 の 嗜 好 性 が 良 い 野

草 が 主 の 植 生 と な っ た と の こ と で あ る 。 ま た 、 牛 も 初 期 の こ ろ

は 野 草 を 食 べ ず に 削 痩 す る こ と も あ っ た が 、 試 行 錯 誤 し な が ら

現 在 に 至 っ て い る と の こ と で あ っ た 。  

勉 強 会 に は 飼 料 価 格 の 高 騰 に 危 機 意 識 を 持 っ た 農 家 が 多 く 参

加 し 、 野 草 の 給 与 量 や 給 与 方 法 、 機 械 を 購 入 予 定 の 農 家 は 機 械

の 動 作 に つ い て 、 非 常 に 熱 心 に 質 問 、 意 見 交 換 を 行 い 、 大 変 充

実 し た 勉 強 会 と な っ た 。野 草 給 与 の 他 に 、 WC S の 生 産 を 始 め た 農

家 も い る 。WC S は 草 刈 り 機 で 刈 り 取 り し 、ロ ー ル ベ ー ラ ー で 梱 包 、

ラ ッ プ マ シ ー ン で ３ 重 巻 き に 密 封 し 、 保 管 し て い る （ 図 6）。 WC S

を 給 与 す る 際 は 、 梱 包 に 使 用 し て い る 紐 の 除 去 や 、 し っ か り ほ ぐ

し 、 カ ビ が 生 え て い な い か 、 異 物 が 混 入 し て い な い か 等 の 確 認 が

重 要 で あ る （ 図 7）。  

 

２ ．母 牛 の 繁 殖 成 績 に つ い て 、平 均 初 回 授 精 日 数 は 、A 農 家 79 日 、

B 農 家 76 日 、C 農 家 62 日 、D 農 家 64 日 、平 均 分 娩 間 隔 は 、A 農

家 390 日 、 B 農 家 538 日 、 C 農 家 37 6 日 、 D 農 家 369 日 で 、 B 農

家 が 他 の 3 農 家 に 比 べ 有 意 に 長 く (p < 0 . 0 5 )、 県 平 均 よ り も 長 く

な っ た 。ま た 、分 娩 率 は 、A 農 家 90％ 、B 農 家 81％ 、C 農 家 89％ 、

D 農 家 92％ で あ っ た （ 表 1）。  
母 牛 の 血 清 生 化 学 的 検 査 の 結 果 は 、 B 農 家 で GGT 値 が 正 常 値 を

越 え る 値 で あ り 、他 の ３ 農 家 と 比 べ て 優 位 に 高 く（ p<0 . 0 5）、肝

機 能 障 害 が 疑 わ れ た 。BCS の 平 均 値 は A、C 農 家 は そ れ ぞ れ 、3.0 3

（ n= 9）、3. 0 6（ n= 1 0）と 3.0 0 以 上 で あ っ た が 、B、D 農 家 は 2.9 7

（ n= 9）、 2.8 3（ n= 1 0） と 3.0 0 以 下 で あ っ た （ 表 2）。  

各 農 家 の 給 与 飼 料 の 充 足 率 に つ い て は 、 A、 C、 D 農 家 で は 充 足

し て い た が 、 繁 殖 成 績 が 悪 い B 農 家 の 乾 物 量 、 可 消 化 養 分 総 量

が 不 足 し て お り （ 表 3）、 B 農 家 は 今 年 度 か ら 野 草 の 給 与 も 始 め

る こ と か ら 、 WCS に 野 草 を 組 み 合 わ せ て 充 足 す る よ う 給 与 飼 料

の 改 善 を 行 っ た （ 表 4）。  

出 荷 子 牛 の 平 均 日 齢 体 重 は 、 全 農 家 で 今 年 度 に 入 り 市 場 平 均

よ り も 低 く な っ て い る 。 こ れ は 、 分 娩 前 後 の 母 牛 や 子 牛 へ の 飼

料 給 与 量 が 、 飼 料 価 格 高 騰 の 影 響 に よ り 、 畜 主 が 意 識 せ ず 制 限



し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た （ 図 8）。  

つ ぎ に 、 野 草 給 与 や WCS 給 与 を 新 た に 始 め る に あ た り 、 追 加

で 購 入 し た 機 械 購 入 費 用 は 、 野 草 給 与 の 場 合 、 草 刈 り 機 と 集 草

機 で 約 85 万 円 、WCS 給 与 で 草 刈 り 機 、ロ ー ル ベ ー ラ ー 、ラ ッ プ

マ シ ー ン で 約 36 5 万 円 で あ っ た 。 そ の 他 必 要 な 、 田 植 え 機 や 耕

運 機 、ト ラ ッ ク な ど は 、こ れ ま で 所 有 し て い た 機 械 を 共 有 し た 。  

ま た 、 各 農 家 の 母 牛 1 頭 1 日 あ た り の 飼 料 費 の 調 査 で は 、 粗

飼 料 ・ 配 合 飼 料 と も に 購 入 し て い る D 農 家 が 最 も 高 く 、 野 草 の

み を 給 与 し て い る A 農 家 が 最 も 低 く な っ た 。  

WC S を 生 産 し て い る B 農 家 は 、 水 田 活 用 交 付 金 の 交 付 を 受 け

て い る （ 表 5）。  

 

【 ま と め 】  

野 草 や WCS な ど の 自 給 飼 料 の 活 用 は 、 飼 料 コ ス ト の 削 減 に 有 効

で あ る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 野 草 や WCS は 水 分 含 量 が 一 定 で な

い こ と や 、 品 質 の 変 化 に よ り 、 母 牛 の 栄 養 状 態 や 繁 殖 成 績 に 影 響

を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  

今 回 の 調 査 結 果 で も 、 BCS の 平 均 値 が 低 く 、 分 娩 間 隔 が 長 い 傾

向 に あ っ た B 農 家 で は 、 給 与 飼 料 の 乾 物 量 ・ 過 消 化 養 分 総 量 の 充

足 率 が 低 く 、 飼 料 給 与 量 が 不 足 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ 、 給 与

飼 料 の 改 善 を 指 導 し た 。 ま た 、 B 農 家 で は 母 牛 の 肝 機 能 に 関 す る

数 値 が 高 く 、 継 続 し た 調 査 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

今 後 も 、 野 草 や WC S を 有 効 活 用 し 農 家 所 得 の 向 上 に つ な げ る た

め 、 調 査 、 指 導 を 継 続 す る 。  

 



図１．乾牧草の輸入価格推移

R3        R4       R5
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図７．稲発酵粗飼料(WCS)の給与

表１．母牛の繁殖成績

平均初回
授精日数（日）

平均分娩
間隔（日）

分娩率
（％）

県平均 81 409 －

A 79 390 90

B 76 538 81

C 62 376 89

D 64 369 92

＊P<0.05

＊

T-cho
(mg/dl)

TP
(g/dl)

Alb
(g/dl)

A/G BUN
(mg/dl)

GOT
(IU/L)

GGT
(IU/L)

BCS

A 150 7.0 3.4 0.9 9.2 79 22 3.03

B 124 7.5 3.2 0.7 10.3 77 49 2.97

C 141 6.9 3.2 0.9 8.0 69 22 3.06

D 138 6.5 2.9 0.8 8.6 76 22 2.83

表２．母牛の血清生化学的検査およびＢＣＳ

＊P<0.05

＊

表３．給与飼料の充足率

（％）

DM CP TDN Ca P

A 98 171 113 94.6 77.0

B 89 96 85 122.7 110.4

C 103 158 117 145.4 88.1

D 98 170 109 167.8 137.3

表４．Ｂ農家の給与飼料の改善

改善前
自家配合飼料 2.9kg WCS 5kg イタリアン 2kg

DM CP TDN Ca P

89 96 85 122.7 110.4

（％）

改善後
自家配合飼料 1.9kg WCS 6kg 野草 5kg

DM CP TDN Ca P

101 108 103 115.9 127.5
（％）

図８．出荷子牛の平均日齢体重
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A 0 45.6 5.6 38.0 5.2 94.4

B 0 54.4 5.6 7.2 64.0 39.8 -8.1 162.9

C 201.0 133.1 1.4 6.0 3.3 344.8

D 268.0 118.0 386.0

表５．母牛1頭1日あたりの飼料費

配
合
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購入費 燃
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費
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WCS 労
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減
価
償
却
費

水
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交
付
金

合
計

（円）


